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支援の流れ
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・市教委（早期適応教室）
・日本語初期支援団体
（社会福祉法人多文化ルーム
KIBOU)
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生徒のコメント
• 多くの外国籍生徒にとって、日本語と専門教科を同時に
勉強しなくてはいけないことは、とても大変なことです。私
たちにとって、言語の障壁という問題に先生方が対処して

くれることは、本当に良い助けとなっています。

（フィリピン）

• 一色高校に入る前は、日本に来て８ヶ月しか日本語を勉
強していませんでした。今でも、この学校で勉強して成長
するためには、日本語の能力がたりません。でも、学校で
は支援員が入るので、考査前にはテストの準備ができま
す。ここの先生たちは本当に親切で、私たちのがんばりを
理解しようとしてくれます。

（インドネシア）



生徒のコメント

• 私は一色高校定時制にきて、外国の子と深くかかわり
始めたので、中学では教えてもらう機会はないし、高校
に入っていろんなことを知りました。

（日本）

• 今日のお話をきけてとてもうれしいと思いました。中学
生の時から大学に入りたいという思いがありました。あ
きらめていましたが、その思いがなくなりました。

（ブラジル）



課題：日本語・教科学習
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課題：キャリア教育
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